
人材・組織の育成及び関係人口に関する
検討会（第１回）

前神 有里 Maegami yuri
（一財）地域活性化センター人材育成プロデューサー
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人材育成は
タテ割りから
ヨコ串へ？
ヨコは個性豊か
横串よりも
横結（Weak Ties)

タテヨコだけ？
あいだもつなぐ
そんな人が
必要です
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くらしの変化
家庭、地域、職場の「自助」「互助」のゆらぎ
進学、就職、老後、人生が一本道でなくなった
【家庭】

世帯の増加（単身・ひとり親・高齢者夫婦・老親と未婚の子）

【職場】
非正規雇用、フリーランス、介護離職、人材流出
勤務先への帰属意識の変化

【地域】
人口減少、若者・女性の流出、団塊世代の高齢化

【その他】
社会的孤立、生活困窮、ひきこもり、認知症、精神疾患
がん、発達障害など

一つの変化で暮らしが激変してしまう
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地域づくり人材って誰？どこにいる？

うちにはいい人材がいない？ヒーロー待望論

都市だから？地方だから？

• 地域コンサルティングのプロ

• スーパー公務員

• キラキラ公務員

• 地域おこし協力隊

• 所属や肩書のある人、ない人

• 凸凹のある人

• しんどいことを抱えている人

• 配慮が必要な人
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地域に飛び出す公務員
• 当事者意識を持てる職員（ペルソナが描ける）

• 地域には人が生まれてから死んでいくまでのすべ
てのステージがある

• 公務員、専門職の第３の役割は重要な地域資源

• 本来やるべきところがやれる仕組みをつくる

• 答は現場にある。役所の外に出よう！

• 制度だけでは人は救えない

• 出る杭は打たれる、出過ぎた杭は打たれない、

でも引っこ抜かれるから“かえし”をつけよう(^^)/
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地域活性化センターの 「未来構想」

ひとを育て、コミュニティーを再生し、

地域を輝かせるセンターへ

─ 「地域力創造大学校」をめざして ─
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「新しい知と方法」を生み出す
物語１

◇ 未来志向かつ実践的で、領域を超えて融合した「新しい知と方法」

◉ ３分法思考

（AかBかという考え方ではなく、第3の道を考慮する）

◉ 多様性と複雑性を許容し、対話を重視する

◉ 自発的に参加し、関与し、結びつこうとする気持ちを大切にする

◉ 共感し、相手の力を引き出す態度を身につける

◇ ３つの地域創造力

◇ 新たなものの見方と理論づけて考える力の養成

◉ 問題を設定し、解決し、それらを評価する力

◉ ネットワークをつくり、関係づくりをし、協働する力

◉ デジタル・メディアを活用する力

◇ 物語り志向
◉ 夢と目標を紡ぎ、物語り、新たな価値を生み出す
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「現場主義」～地域とともに進化する
物語２

◇ 「小さな場所」のイノベイションをともに起こしていく

（担い手の持続的な育成・輩出）

◇ 「学びと愛着につながる」仲間（コミュニティー）づくりをし、

「対話と協働」により需要創造の場をつくる

◇ 「地域とともに創造し、地域とともに学ぶ」機会をつくる
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「研修」から 「アクティブ・ラーニング」へ
物語３

◇ 一方的な知識伝授の場から、自らが変化と応用の経験をし

自分自身をエンパワーメントする場へ

◇ すべての仕事は、イノベイティブでクリエイティブになる

（ex.経理、接客、事例編集、データベース作成、情報発信、セミナー、調査研究）

◇ 「開かれた対話と創造の場」づくりから、

「関心・共感・信頼による学びの場」をつくる

◇ 「仕事と学び」を一体化し、実践的なアプローチをする
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山形県置賜（おきたま）地方について

山形県置賜地方は山形県南部に位置し、面積２，４９５．２４㎢

人口２１４，９７５人(H２７国勢調査確定値)の圏域

市町名 人口

米沢市 85,953

⾧井市 27,757

南陽市 32,285

高畠町 23,882

川西町 15,751

白鷹町 14,175

飯豊町 7,304

小国町 7,868

合 計 214,975
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置賜広域行政事務組合の概要

米沢市、⾧井市、南陽市、高畠町、川西町、白鷹町、飯豊町、小国町の
３市５町で組織された一部事務組合（昭和４６年７月１３日設立）

【共同処理事務】

広域計画の策定並びに事業の実施及び連絡調整に関する事務

⇒第５次ふるさと市町村圏計画の広域活動計画により事業を実施

コンピューター利用による行政事務の情報処理共同事業に関する事務

広域交流拠点施設(余熱利用施設)の設置及び管理運営に関する事務

し尿共同処理施設の設置及び管理運営に関する事務

ごみ共同処理施設の設置及び管理運営に関する事務

消防及び救急業務に関する事務 など
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置賜地方で取り組んできたこと

広域連携勉強会（27年度～）
広域人口推計・地域経済循環分析（28年度）
人と地域をつなぐ事業（28年度～7年間実施予定）
置賜地域定住自立圏構想推進支援（29年度）
置賜地域定住自立圏誕生（平成30年度～）
地域活性化センターとの人材育成連携協定締結（30年度～）

マッチョ（組織）×ゆるふわ（ウィークタイズ）

～地域づくり～人づくり～産業づくり～くらし～
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広域連携事業がもたらす効果

広域連携
事業

圏域の首⾧
全員で
視察研修

圏域全市町の
職員で
集合研修

圏域で
地域経済循環

分析

圏域の職員と
住民で移住ﾌｪｱ
に参加

「置賜はひとつ」
置賜広域行政事務組合の想い
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地域共生社会と地域づくり

平成３０年度の勉強会は、くらしの中の様々な循環と、地域に暮らす誰
もが、一人ひとりどのように生きていきたいのかを考えることが地域づ
くりであるというところから、スタートしました。
第１回の午前中は、厚生労働省政策統括官（当時）の野崎伸一氏に「地
域共生社会と地域づくり」についてお話しいただきました。地域づくり
に資する事業の一体的な実施を可能にすることにより、部署横断的、複
数事業が一体化に行えること、福祉施設等の職員が行う地域活動の推進
により、分野の縦割りではなく、分野を超えて混ざり合うことがくらし
のなかの循環をつくるのに大事だということを学びました。
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発想を豊かに＆伝える力を磨こうショートショートストーリーワークショップ

第１回の午後は、ショートショート作家の田丸雅智氏をお招きし、超
ショートショート講座を実施。短くて不思議な小説「超ショートショー
ト」のアイデア発想から作品完成までを行うことで、楽しみながら「発
想力」「文章力」「論理的思考力」を育成する内容でした。
ショートショートの技法はいくらでも応用ができて、違うものや言葉を
組み合わせるトレーニングになることから、異質なものを組み合わせる
ことで、イノベーションにつながることを学びました。
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図鑑づくり前のゲーム研修～伝えるを楽しみ、知識を共有する～

第３回は、まよひが企画の佐藤恒平氏を講師に招き、ゲーミフィケー
ションとディスカッションによる研修を行いました。
これから新しいことや面白いことをするために、置賜について、お互い
のモノやコトについて、情報をしっかり集めて共有し、知識の高さ合わ
せ（そろえる）ことが重要だということを、ゲーミフィケーションと
ディスカッションを通じて学びました。
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人と地域をつなぐ事業
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ゆるふわ
カチッとしていることの対義語ではなく、単にルーズだと
いうことでもありません。ゆるいということは、いろいろな
ものが許され、包摂できる寛容さがあるということです。

ふわっとしているということは、あらかじめ見えていること
を目標にするのではないからこそ、ふわっと見える。

でもだからこそ、表面的に進めてしまうのではなく、まだ
無いもの、言葉になってないものを探索的にみんなで考
えていくことで、形にしていける可能性があります。

ゆるくてふわっとした時間があるから、本質的なことを確
かめ、それに向き合う勇気も湧いてきます。これが、一番
大事なことで、これからの社会に求められているのでは
ないかと感じています。

by 坂倉杏介先生 （東京都市大学）
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ゆるふわ
ゆる

開かれていて多様性があること。違いを超えてとも
にあること。

ふわ

まだ見えていない価値を模索すること。未来を志向
すること。

⇒これまでの「地域おこし」の「型」に合わせるので
はなく、一人一人が持ち味を発揮して生きること。
自分たちの望む未来の暮らし方を実践し、そのた
めに必要なまちをつくること。

by 坂倉杏介先生 （東京都市大学）
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私たちはこの地域でどのように
生きていきたいのか
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自分の中にある

「思い込みの壁」
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新しい時代の「まちづくり」は、

このまちで私たちがどのように生きていきたいかを考え、

それをともに実践することを通じて実現していく活動。

そのためには、これまでの常識ややり方にとらわれることなく、

いまここで起き始めている「未来」を感じとり、

（たとえ小さな一歩であっても）

その未来の一部としての私たちが何を実現できるのか、

アイディエーションとプロトタイピングを重ねること。

つまり、ゆるふわ。

一緒に置賜の未来を創り出しましょう！

by  坂倉杏介先生（東京都市大学）
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地域住民による

地域活性化の学び舎
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学校運営のキーワード

①多様性
－ 年齢階層、職域、女性、若者、よそもの、学識者等 －

②対等・平等
－ 組織、役職、立場等に関係なく －

③オープン
－ わかりやすく、誰でも参加、他人任せにしない －

④小さな社会実験から
－ まずはやってみる、小さくはじめる －
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校長

校夢員
用夢員

学生
地域住民
ＮＰＯなど
企業経営者
高校生・大学生
行政職員

教諭 講師
ファシリテーター

運営
美女軍団

事務局
地域おこし協力隊など

だれでも
参加ＯＫ！

応
援
団

多様な参画者が集う
地域活性化の学び舎。
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多様な参画者 まちづくり学校双海人
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伊予市移住サポートセンター
「いよりん」
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ケアサポートとにかく笑えれば
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さくら食堂
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食堂おたふく
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米ぬか酵素風呂「酵素まる」
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さ ら
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でざいんや
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平成３０年度過疎地域自立活性化優良事例表彰
全国過疎地域自立促進連盟会長賞受賞！！
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課題よりも未来志向で

• 課題解決はマイナスをゼロに戻す視点

• 共感から考える⇒ペルソナを丁寧につくる

• アイディエーション～プロトタイピング～検証

• ループバック（繰り返し）⇒失敗してもいい

• 少し距離感をもっていつもと違う視点で見る

• デザイン思考でいこう

• ワーク ライフ ソーシャル バランス

• 希望の種を咲かせる地域づくりを！
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多様性のないところに創発は生まれない

• 異質×異質が新しい価値を生む「協働」

• 協働⇒共創⇒社会的創発

• だけ・ばっかり⇒複合・交差・交替・共生

• 強いリーダー⇒あいだをつなぐ人

• 「しなやかさ」と「のりしろ」

• シェアリングエコノミー

• 「カフェ」や「コ・ワーキングスペース」

⇒「場」があちこちにできる効果

• 他地域交流、広域連携、遠隔地連携

• 競う・闘うより応援しあえる関係性
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さいごにおまけ

• 「地方創生」⇒地域の数だけやり方、答えがある

• 競争に夢中になってしまうと見落としてしまうもの
がある

• 課題解決から入らず分野を超えて交ぜていこう！

• 巻き込まない⇒共感で集まる⇒価値創造

• 強くなろう！

• シンプルなものは強い 考え抜いた結果だから

考えることはしんどい

プロセスはしんどくても楽になる、厚みが増す

人も地域も太る
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